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代表者氏名　：　理事長　片岡哲哉
所在地　：　静岡県浜松市中区高林一丁目17番2号

浜松学院大学 現代コミュニケーション学部
地域共創学科
子どもコミュニケーション学科

所在地　：　静岡県浜松市中区布橋三丁目2番3号

浜松学院大学 短期大学部
幼児教育科

所在地　：　静岡県浜松市中区住吉二丁目3番1号 （１号館）

所在地　：　静岡県浜松市中区住吉一丁目20番20号 （２号館・図書館分館）

所在地　：　静岡県浜松市中区高林一丁目17番2号 （３号館）

浜松学院高等学校 アカデミー選抜コース

浜松学院中学校 ドリーム選抜コース
子ども教育コース

所在地　：　静岡県浜松市中区高林一丁目17番2号

所在地　：　静岡県浜松市中区住吉四丁目2番7号（特別教室棟）

所在地　：　静岡県浜松市中区高林一丁目15番1号（高校黎明寮）

浜松学院大学付属幼稚園
からだづくり、こころづくり、なかまづくり

所在地　：　静岡県浜松市中区住吉一丁目22番5号

浜松学院大学付属愛野こども園
幼稚園部　保育園部　共通教育

所在地　：　静岡県袋井市愛野2053番地の1

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
雨宮　正一
籠　　 幾緒
橋本　一雄
中村　芳司

053-473-6110 053-473-0081

事業所の規模等

1,731㎡

平成23年5月1日現在

(準構成員)

38,061㎡
建物延べ床面積

18,003㎡

浜松学院大学付属愛野こども園44,343㎡

幼稚園
法人、中学・高校

118,405㎡

17,019㎡
1,556㎡

1

計

9,515㎡
62,143㎡
3,460㎡
5,226㎡こども園

6,034㎡短大
大学

部門

(2)

事業所の規模

浜松学院大学布橋キャンパス

短期大学部住吉キャンパス

副環境管理責任者
副環境管理責任者

敷地面積

(週20時間以上勤務の非常勤職
120人を含む）(登録審査範囲)

278人

学生、生徒、園児数 1,721人

職員数

環境管理責任者

１. 　興誠学園の概要

(3)

(1) 事業所名　：　学校法人 興誠学園

学 長
学 部 長
事 務 局 長

浜松学院中学校・高等学校

浜松学院大学付属幼稚園

Ｅ Ａ ２ １ 事 務 局
連 絡 先 電 話 FAX

参事・管財課長



理事長 片岡哲哉
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○各発達段階に応じた教育の場を通じ、２１世紀を担う青少年の環境意識の涵養に努める。

○地球環境保全のため、二酸化炭素の排出量の削減、廃棄物の排出量の削減に努める。

（２）行動方針

○環境活動報告書を公開し、活動の一層の充実、改善を図る。

○環境に関する法令、規則等を遵守する。

○環境経営システムを確立し、教職員、学生・生徒それぞれが、その役割を果たす。

学校法人興誠学園

平成19年11月1日

２．環　境　方　針

（１）基本方針

　　 学校法人興誠学園は、 「誠を興し、誠に行動し、誠を普くする」
　建学の精神に則り、 　大学、短期大学、中学・高校、幼稚園が
　一致協力して地球環境保全に向け、自らの意識を高め、具体的
　に行動し、自然との共生を目指す。



： 環境方針の提示

： 環境目標、活動計画の策定、評価

： 環境活動の総合的推進、管理

： 環境管理責任者（正）を補佐し、

環境活動の運営を図る

： 環境教育の活動計画、推進、取り組み

各ｻｲﾄの活動計画の実施、管理

緊急事態及び苦情処理等の対応

： 環境管理者を補佐、各ｻｲﾄの活動推進

：

事務長

来訪者

ＥＡ２１事務局

来訪者

メンバー

愛野こども園教職員 法人本部職員

メンバー メンバー

教頭

３

学生 学生 生徒 園児 園児 来訪者

来訪者 来訪者 来訪者

大学教職員 短大教職員 中・高教職員 幼稚園教職員

メンバー メンバー メンバー

リーダー：リーダー：

学科長

リーダー：

科長

リーダー：

高校副校長

リーダー： 保育園部長

環境管理者：事務局長

リーダー： 事務長

事務部長

愛野こども園

高校教頭

中学教頭

環境管理者：園長 環境管理者：園長

事務長

（浜松市住吉ｷｬﾝﾊﾟｽ） （浜松市高林一丁目） （浜松市住吉一丁目）

環境管理者　： 学部長 環境管理者：短大部長 環境管理者：中・高校長

幼稚園

活動レポート編集委員会

幼稚園園長

（袋井市愛野）

浜松学院大学付属 浜松学院大学付属

学 生 委 員 会

浜松学院大学 短期大学部 浜松学院中学校・高等学校

（浜松市布橋ｷｬﾝﾊﾟｽ）

エコアクション２１推進 こども園園長

○ メ ン バ ー リーダーを補佐 事 務 局 長

学生、生徒たちと環境活動に取り組み 学 部 長

短大部部長

中 ・ 高 校 長

（副） 事 務 局 長

環境活動レポート及び関係資料の作成 環 境 管 理 者

（正）

（副）

○ 環 境 管 理 者 会 議

○環境管理責任者（正）

○環境管理責任者（副） 環 境 管 理 者 会 議

学 部 長

環境管理責任者

法人本部

（浜松市高林一丁目）

学 長

３． 　実  　施 　 体  　制

代　表　者

○ 代 表 者 （ 理 事 長 ） （　理　事　長　）

○ リ ー ダ ー

○ 環 境 管 理 者



平成19年 1,610,493 （基準年）

20 1,591,167 （△1.2％） 不要な照明を消灯する

21 1,571,841 （△2.4％） 不要電源のOFFを徹底

22 1,552,515 （△3.6％） 外灯照明時間の管理

23 1,533,189 （△4.8％） 電球を蛍光管に変更

24 1,513,863 （△6.0％） 省エネ型機器への更新

空調設備の適切な温度管理

空調設備の適切な点検、管理

平成19年 14,136 （基準年）

20 13,966 （△1.2％） 空調設備の適切な温度管理

21 13,796 （△2.4％） 空調設備の適切な点検、管理

22 13,627 （△3.6％） 給湯器の適切な温度管理

23 13,457 （△4.8％） 調理実習室の適切な使用

24 13,288 （△6.0％）

平成19年 409 （基準年）

20 293 （△1.2％） 給湯器の適切な温度管理

21 290 （△2.4％） 給湯の適切な使用

22 286 （△3.6％）

23 283 （△4.8％）

24 279 （△6.0％）

平成19年 4,200 （基準年）

20 4,150 （△1.2％） 効率的な燃費の走行、運転管理

21 4,099 （△2.4％） アイドリングの自粛

22 4,049 （△3.6％）

23 3,998 （△4.8％）

24 3,943 （△6.0％）

平成19年 1,982 （基準年）

20 1,953 （△1.2％） 省エネルギー運転に努める

21 1,934 （△2.4％） 給湯器の適切な温度管理

22 1,911 （△3.6％） 地下油タンクの点検、管理

23 1,887 （△4.8％）

24 1,863 （△6.0％）

平成19年 68,000 （基準年）

20 67,184 （△1.2％） 分別回収を徹底

21 66,358 （△2.4％） 売店での使い捨て容器の自粛

22 65,552 （△3.6％） ミスプリント用紙の裏面再利用

23 64,736 （△4.8％） 使用済封筒の再利用

24 63,920 （△6.0％） 両面コピーの励行

平成19年 24,830 （基準年）

20 24,532 （△1.2％） 上水の節水の励行

21 24,234 （△2.4％） 埋設給水管の漏水点検の実施

22 23,936 （△3.6％） 水泳プールの節水管理

23 23,638 （△4.8％） 受水槽、高置水槽の漏水点検

24 23,340 （△6.0％） 運動場への防塵対策の散水

環境教育の推進

環境関係の教育・研究の充実

学生等の自主的な環境活動への支援

自然体験の推進

環境教育

に対する
発達段階に応じた環境教育を
全ての学生、生徒が受講

の推進
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の削減

総排水量

の削減

学生・生徒 環境教育の充実

廃棄物

ゴミ排出量（kg）

の削減

排出量
平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

炭素

二酸化

総排水量の削減（ｍ
3
）

排出量

軽油消費量（ｍ
3
）

灯油消費量 （L)

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

４．環境目標及び環境活動計画

環境活動計画

4.1.1  学校法人興誠学園全体

項目 年度環境目標

4.1  中期環境目標及び環境活動計画

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

目標値 対基準年比

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

電力消費量（kWh）

LPｶﾞｽ消費量（ｍ
3
）

都市ｶﾞｽ消費量（ｍ
3
）



平成19年 442,481 （基準年）

20 437,171 （△1.2％） 不要な照明を消灯する

21 431,861 （△2.4％） 不要電源のOFFを徹底

22 426,552 （△3.6％） 外灯照明時間の管理

23 421,242 （△4.8％） 電球を蛍光管に変更

24 415,932 （△6.0％） 省エネ型機器への更新

空調設備の適切な温度管理

空調設備の適切な点検、管理

平成19年 6,518 （基準年）

20 6,440 （△1.2％） 空調設備の適切な温度管理

21 6,362 （△2.4％） 空調設備の適切な点検、管理

22 6,283 （△3.6％） 給湯器の適切な温度管理

23 6,205 （△4.8％） 学生食堂厨房のガス使用量削減

24 6,127 （△6.0％） 調理実習室の適切な使用

平成19年

20 26,095 （基準年） 分別回収を徹底

21 25,782 （△1.5％） 売店での使い捨て容器の自粛

22 25,469 （△3.0％） ミスプリント用紙の裏面再利用

23 25,156 （△4.5％） 使用済封筒の再利用

24 24,842 （△6.0％） 両面コピーの励行

平成19年 2,968 （基準年）

20 2,932 （△1.2％） 上水の節水の励行

21 2,897 （△2.4％） 埋設給水管の漏水点検の実施

22 2,861 （△3.6％） 受水槽、高置水槽の漏水点検

23 2,826 （△4.8％）

24 2,790 （△6.0％）

食堂の排水グリストラップの定期清掃

環境教育の推進

環境関係の教育・研究の充実

学生等の自主的な環境活動への支援

自然体験の推進

学生・生徒 環境教育の充実

に対する

発達段階に応じた環境教育を
全ての学生、生徒が受講

環境教育

の推進

項目 年度 環境活動計画環境目標 目標値 対基準年比

電力消費量（kWh）

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

排出量

都市ｶﾞｽ消費量（ｍ
3
）

の削減

排出量
平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

5

汚染防止 担当管理者が法令遵守

4.1.2  浜松学院大学

二酸化

炭素

排水の 排出水の管理の徹底

ゴミ排出量（kg）

総排水量

の削減

の削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

総排水量の削減（ｍ
3
）

廃棄物



平成19年 356,728 （基準年）

20 352,447 （△1.2％） 不要な照明を消灯する

21 348,167 （△2.4％） 不要電源のOFFを徹底

22 343,886 （△3.6％） 外灯照明時間の管理

23 339,605 （△4.8％） 電球を蛍光管に変更

24 335,324 （△6.0％） 省エネ型機器への更新

空調設備の適切な温度管理

空調設備の適切な点検、管理

平成19年 4,919 （基準年）

20 4,860 （△1.2％） 空調設備の適切な温度管理

21 4,801 （△2.4％） 空調設備の適切な点検、管理

22 4,742 （△3.6％） 給湯器の適切な温度管理

23 4,683 （△4.8％） 学生食堂厨房のガス使用量削減

24 4,624 （△6.0％） 調理実習室の適切な使用

平成19年

20 13,332 （基準年） 分別回収を徹底

21 13,172 （△1.5％） 売店での使い捨て容器の自粛

22 13,012 （△3.0％） ミスプリント用紙の裏面再利用

23 12,692 （△4.5％） 使用済封筒の再利用

24 12,532 （△6.0％） 両面コピーの励行

平成19年 4,472 （基準年）

20 4,418 （△1.2％） 上水の節水の励行

21 4,365 （△2.4％） 埋設給水管の漏水点検の実施

22 4,311 （△3.6％） 受水槽、高置水槽の漏水点検

23 4,257 （△4.8％）

24 4,204 （△6.0％）

環境教育の推進

環境関係の教育・研究の充実

学生等の自主的な環境活動への支援

自然体験の推進

環境教育

の推進

項目 年度

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

電力消費量（kWh）

4.1.3  浜松学院大学短期大学部

環境活動計画環境目標 目標値 対基準年比

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

都市ｶﾞｽ消費量（ｍ
3
）

二酸化

の削減

ゴミ排出量（kg）

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

炭素

排出量

6

食堂及び調理実習室の排水グリストラップの
定期清掃

の削減

排水の

学生・生徒 環境教育の充実

に対する

発達段階に応じた環境教育を
全ての学生、生徒が受講

総排水量の削減（ｍ
3
）

汚染防止 担当管理者が法令遵守

排出水の管理の徹底

総排水量

の削減

廃棄物

排出量



平成19年 766,444 （基準年）

20 757,247 （△1.2％） 不要な照明を消灯する

21 748,049 （△2.4％） 不要電源のOFFを徹底

22 738,852 （△3.6％） 外灯照明時間の管理

23 729,655 （△4.8％） 電球を蛍光管に変更

24 720,457 （△6.0％） 省エネ型機器への更新

空調設備の適切な温度管理

空調設備の適切な点検、管理

平成19年 2,347 （基準年）

20 2,319 （△1.2％） 空調設備の適切な温度管理

21 2,291 （△2.4％） 空調設備の適切な点検、管理

22 7,767 （△3.6％） 給湯器の適切な温度管理

23 7,689 （△4.8％） 調理実習室のガス使用量削減

24 7,612 （△6.0％） 生徒寮給湯器の省エネ管理

平成19年 297 （基準年）

20 30.0 （△1.2％） 給湯器の適切な温度管理

21 29.6 （△2.4％）

22 29.2 （△3.6％）

23 29.1 （△4.8％）

24 28.8 （△6.0％）

平成19年 982 （基準年）

20 970 （△1.2％） 給湯器の適切な温度管理

21 958 （△2.4％）

22 947 （△3.6％）

23 935 （△4.8％）

24 923 （△6.0％）

平成19年

20 28,419 （△1.2％） 分別回収を徹底

21 28,074 （△2.4％） 売店での使い捨て容器の自粛

22 27,728 （△3.6％） ミスプリント用紙の裏面再利用

23 27,383 （△4.8％） 使用済封筒の再利用

24 27,038 （△6.0％） 両面コピーの励行

平成19年 12,531 （基準年）

20 12,381 （△1.2％） 上水の節水の励行

21 12,230 （△2.4％） 埋設給水管の漏水点検の実施

22 12,080 （△3.6％） 水泳プールの節水管理

23 11,930 （△4.8％） 受水槽、高置水槽の漏水点検

24 11,779 （△6.0％） 運動場への防塵対策の散水

調理実習室の排水グリストラップの定期清掃

環境教育の推進

環境関係の教育・研究の充実

学生等の自主的な環境活動への支援

自然体験の推進

4.1.4  浜松学院中学・高等学校

項目 年度

学生・生徒 環境教育の充実

電力消費量（kWh）

二酸化

環境活動計画環境目標 目標値 対基準年比

炭素

排出量

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

都市ｶﾞｽ消費量（ｍ
3
）

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

LPｶﾞｽ消費量（ｍ
3
）

の削減
平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

ゴミ排出量（kg）

廃棄物

排出量

総排水量

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

総排水量の削減（ｍ
3
）

灯油消費量 （L)

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

の削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減の削減

7

排水の 排出水の管理の徹底

汚染防止 担当管理者が法令遵守

に対する
発達段階に応じた環境教育を
全ての学生、生徒が受講

環境教育

の推進



平成19年 44,840 （基準年）

20 44,302 （△1.2％） 不要な照明を消灯する

21 43,764 （△2.4％） 不要電源のOFFを徹底

22 43,226 （△3.6％） 外灯照明時間の管理

23 42,688 （△4.8％） 電球を蛍光管に変更

24 42,150 （△6.0％） 省エネ型機器への更新

空調設備の適切な温度管理

空調設備の適切な点検、管理

平成19年 112 （基準年）

20 111 （△1.2％） 空調設備の適切な温度管理

21 109 （△2.4％） 空調設備の適切な点検、管理

22 108 （△3.6％） 給湯器の適切な温度管理

23 107 （△4.8％）

24 105 （△6.0％）

平成19年 4,200 （基準年）

20 4,150 （△1.2％） 効率的な燃費の走行、運転管理

21 4,099 （△2.4％） アイドリングの自粛

22 4,049 （△3.6％）

23 3,998 （△4.8％）

24 3,948 （△6.0％）

平成19年 1,660 （基準年）

20 1,640 （△1.2％） 上水の節水の励行

21 1,620 （△2.4％） 埋設給水管の漏水点検の実施

22 1,600 （△3.6％） 水泳プールの節水管理

23 1,580 （△4.8％） 受水槽、高置水槽の漏水点検

24 1,560 （△6.0％） 運動場への防塵対策の散水

手足洗い場の排水管理

上水で手足等の土などの洗い流し水の節水

環境教育の推進

環境関係の教育・研究の充実

園児の自主的な環境活動への支援

自然体験の推進

園児に 環境教育の充実

対する

発達段階に応じた環境教育を
全ての園児が受講

環境教育

の推進

4.1.5  浜松学院大学付属幼稚園

項目 年度環境目標 環境活動計画

LPｶﾞｽ消費量（ｍ
3
）

電力消費量（kWh）

目標値 対基準年比

軽油消費量（ｍ
3
）

担当管理者が法令遵守

排出水の管理の徹底

総排水量の削減（ｍ
3
）

総排水量

の削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

8

二酸化

炭素

排出量

の削減

排水の

汚染防止

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減

平成19年度を基準年と
し，平成24年度までに6％
以上削減



㎥

㎥

㎥

4.1.6  浜松学院大学付属愛野こども園

排出量

目標については１
年間の実績を踏ま
えて目標設定をす
る。

目標については１
年間の実績を踏ま
えて目標設定をす
る。

目標については１
年間の実績を踏ま
えて目標設定をす
る。

目標については１
年間の実績を踏ま
えて目標設定をす
る。

排水の 排出水の管理の徹底

26

汚染防止 担当管理者が法令遵守

27

の削減 可燃物

廃棄物

目標については１
年間の実績を踏ま
えて目標設定をす
る。

目標については１年間
の実績を踏まえて目標
設定をする。

資源物

排出量

（一般ゴミ）

都市ガス消費量

kwh電力消費量

太陽光発電使用量 kwh

平成

25

23

24

26

23

環境目標 年度 目標数値行動方針

照明器具の清掃を励行

環境活動計画

不要な照明を消灯する

外灯照明時間の管理

不要電源のOFFを徹底

27

炭素 26

kwh

25

27

二酸化

の削減 太陽光発電売電量 23

23

24

27

25

総排水量 24

の削減 25

（厨房ゴミ）

23

24

26

27

25

23

運動場への防塵対策の散水

総排水量

埋設給水管等の漏水点検の実施

水泳プール水の給排水管理

分別収集の徹底

使用済み封筒の再利用、両面コピーの励行

残沙処理機で肥料に再生し、園内の菜園また花壇に利
用（厨房）

上水の節水を励行

厨房設備の適切な点検、管理

給湯器の適切な温度管理

厨房機器の効率的な使用

9

25

太陽光発電のデータ管理

太陽光発電使用量、売電量及び金額把握

26

27

手足洗い場の排水管理

空調設備の適切な温度管理

空調設備の適切な点検、管理

24

園児たち

に対する

環境教育の推進環境教育の充実

24

グリストラップの清掃管理

26

園児、幼児の自主的な環境活動への支援

の推進 自然体験の推進

発達段階に応じた環境教育を
全ての園児、幼児が受講

環境関係の教育・研究の充実

環境教育



4.2  平成２２年度環境目標と活動計画

4.2.1 法人本部

○環境教育活動目標

　地域・社会から信頼される学校法人として、環境活動の活性化と環境マネジメントの

充実を図る。

○環境教育活動計画

①環境関連法規の掌握

②公害防止等環境関連の届

③規制等遵守チェックリストの作成

次の主項目に対し、目標数値を掲げて環境活動に取り組む。

①二酸化炭素排出量の削減

②水使用量の削減

③一般廃棄物排出量の削減

環境意識の涵養、環境活動の充実に向けた研修活動を実施する。

開催：平成２２年１２月

環境活動について編集委員会の開催。

各部門の編集委員で組織する

環境活動の取り組みの公開。

毎年度の各部門の活動実績をまとめて公開する

全学園“きれい ・ 安全パトロール”　等の推進。

学園の創立記念日を中心に実施する

平成２３年４月、袋井市に開園した認定こども園をサイトに追加掲載する。

名称：浜松学院大学付属愛野こども園

１． 環境関連法規を遵守する。

10

２．

３．

６．

４．

５．

７．
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4.2.2 浜松学院大学 

○環境教育活動目標 

  地域に愛着を持ち、地域が直面する課題を知り、解決のために行動する、そんな若者を育

てることを目標とする本学は、樹齢１００年の樹木を有する本学のキャンパスと浜松地域をフィ

ールドに、大学としての特色を生かして、教職員と学生が協働して環境活動を展開します。 

 

○ 環境教育活動計画 

 

１ 学生等への環境活動方針・計画の周知 

オリエンテーションや｢学生便覧｣｢浜松学院大学だより｣などの印刷物、掲示等において

活動方針や計画の普及啓発を図る。 

２ 環境教育プログラム 

(1) ｢科学と環境｣、｢野外スポーツ実習｣「子どもと環境」など、基本教育科目、専門教育
科目、ゼミナール等を通じ、環境教育の充実を図る。 

(2) 公開講座（特別講義）、フレッシュマンキャンプ等を通じ、環境について理解し、その
大切さを学ぶ。 

(3) 図書館における環境に関する図書の整備を通じ、環境に関する学習を進める。 
３ 学生等の参画 

(1) 夏季の電気使用量を抑制して、涼しく過ごすアイデア募集。 
①エコポスター  ②エコキャッチフレーズ 

(2) 「地域教育祭 学の夏まつり」など学生と市民との協働による事業を通じ、環境につい
ての理解と啓発を進める。 

(3) エコアクション学生推進委員会を組織し、学生中心のエコアクションを推進し、自ら環
境を守る意識を高める。 

(4) ｢農業サークル｣「プルタブ、キャップの回収運動」など、学生のサークル活動、ボラン
ティア活動、学園祭等を通じ、環境についての理解と活動を進める。 

(5) キャンパスの植生の保全、緑化、美化活動など、貴重な自然と環境を、そこに生活す
る教職員と学生の力で守っていく。 

４ 環境コミュニケーション 

(1) エコアクション２１の認証・登録や具体的な活動をホームページや大学案内、大学広
報紙、名刺などで紹介し、市民や学生、保護者受験生などに広報する。 

(2) 地域共創センターの活動として、環境についての研究、普及の活動を展開する。 
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4.2.3 浜松学院大学短期大学部 

○ 環境教育活動目標 

 

未来を担う子どもたちを育てる保育士、幼稚園教諭を養成する教育機関として、自らの意識を

高めるとともに、教育・学習の場を通じて環境活動を展開します。 

また、「子どもフェスタ」「表現活動発表会」など学生が地域に公開する活動を通じ、環境につ

いての理解と啓発に努めます。 

 

○環境教育活動計画 

 

１ 学生等への環境活動方針・計画の周知 

オリエンテーションや｢学生便覧｣｢短期大学だより｣などの印刷物、掲示等において活動方

針や計画の普及啓発を図る。 

 

２ 環境教育プログラム 

(1) ｢自然科学概論｣、「環境(指導法)」など、基本教育科目、専門教育科目、演習・ゼミナ
ール等を通じ、環境教育の充実を図る。 

(2) フレッシュマンキャンプ、ネイチャーゲームリーダー養成講座、表現活動発表会等を
通じ、環境について理解し、その大切さを学ぶ。 

(3) 図書館住吉分館における環境に関する図書の整備を通じ、環境に関する学習を進め
る。 

 

３ 学生等の参画 

(1) 「子どもフェスティバル」のテーマを「エコ」にするなど、学生が自ら市民を対象につくり上
げる事業を通じ、環境についての理解と啓発を進める。 

(2) ネイチャーゲーム研究会を立ち上げ、学生の自主的な活動として、学園祭や子どもフェ
スティバル等でネイチャーゲームの精神を活かした自然環境教育の活動を展開する。 

(3) ｢エコキャップ回収運動など｣学生のサークル活動、ボランティア活動、学園祭等を通じ、
環境についての理解と活動を進める。 

(4) キャンパスの植生の保全、緑化、美化活動など、貴重な自然と環境を、そこに生活する
教職員と学生の力で守っていく。 

 

 ４ 環境コミュニケーション 

エコアクション２１の認証・登録や具体的な活動をホームページや大学案内、大学広報紙、

名刺などで紹介し、市民や学生、保護者、受験生などに広報する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                                 



1 生徒（保護者）への環境活動方針・計画の伝達・周知

2

エコアクション２１に関わる内容を全ての授業に盛り込む。（継続・新）

3

4 環境コミュニケーション

エコアクション２１に関わる活動を毎月重点化して実施する。（新）

13

校舎内の、職員室、ＨＲ教室、実践室、特別教室、図書室などに、エコアクション
の案内・啓蒙文書を貼付して、環境教育の意識の向上と実践を図る。また、洗
面所・トイレ、水道口などにも啓蒙ステッカーなどを貼付する。（継続）

環境関連作文の積極的な取組を指導し啓発を図るとともに、自分たちが暮らす
地球環境に対する関心を深める。（新）

校庭内での樹木の保全、緑化などの指導と、本校に隣接する森林の緑化・保全
の指導徹底を図る。（継続）

生徒などの参画

文化祭において、各ＨＲ・部活動の展示内容で環境問題に触れる指導を行う。（継続）

生徒会活動、また、環境問題に関連する部活動においても、環境教育の指導の
徹底を図る。（プルタブ、ペットボトルのキャップ集め運動など）（継続）

（２）

環境教育プログラム

社会生活の基本のひとつに環境保全を据え、節約の習慣化をとおして利他の心を育みます。

エコアクション２１に取り組むひたむきな自分と向き合いながら、社会に役立つ行動力の重要

（１）

（２）

（３）

（１）

（３）

（３）

（４）

4.2.4 浜松学院中学校・高等学校

○環境教育活動計画

（１）

（２）

特別教育活動の勤労体験学習（年間計画）のなかで、本校近隣地域への清掃
活動等（ゴミ、交通標識・鏡など）を通じて環境教育の意識の向上と実践を図る。
（新）

中学校の総合の時間には、環境問題をテーマにした資料を作成し、環境に対す
る意識の指導・向上を図る。（継続）

○環境教育活動目標

さを体感します。風致地区の指定を受ける本校近隣地域の環境保全に努めます。

環境保全活動等、自ら行動経験を持つために学生・生徒の積極的参加の指導
を行う。（新）

新入生オリエンテーション、始業式（全学年）、学校案内、浜松学院通信、また、学
年通信・ＨＲ通信などを利用し、年間を通じた活動・指導方針の伝達・周知を図る。



○環境教育活動計画

　 数多くの自然環境体験の年間行事を通して、園児の環境に対する意識を育む。

環境に親しみながら、園児たちが自分たちで環境を操作する力を育てる。

　問題解決能力の基礎を養う。

3

・野菜など（キャベツ・さつまいも・ゴーヤ他）を栽培し、収穫の喜びを体験する。

2.

・うさぎ、ニワトリ、インコ、ザリガニ、メダカ、カブトムシ、アメンボなどの小動物の飼
育を当番で行い、生物への関心を高める。

・木工工作を通して木の温かさなど木材の持つ性質を体験する。

・絵本や童話などに触れることで、さまざまな活動の基礎となる想像力を育て、問題発見と

活動内容

・どろんこ遊びを通して、大地と親しむことを学習する。

・運動会、クリスマス会、お別れ会等行事を通して、季節感と生命への意識を育てる。

保護者の皆さんと一緒になって、未来を担うこどもたちの自然と共生する資質を育みます。太陽、
土、小動物、植物などの自然と接し、豊かな感性や情操を育てます。からだづくり、こころづくり、な
かまづくりの中で、さまざまな体験学習をします。

○環境教育活動目標

・園のタケノコを掘り、試食し、身近な食材に関心を持つ。

（１） 年少・年中・年長

　環境教育プログラム

1. 園児・保護者への環境活動方針・計画の周知

（３） 　 年少、年中、年長それぞれの発達段階に応じたエコアクションに取り組むことが、そ
のまま環境教育となるように、摘んだり遊んだりできる草花（おしろい花・数珠・朝顔な
ど）の泥団子などの園の自然環境を充実させる。

（１）

4.2.5 浜松学院大学付属幼稚園
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4

・園庭を毎週木曜日一般解放し、入園前の子どもに遊び場を提供する。

・各種行事への招待などを通して、地域住民と交流し、多様な人的交流を図る。

環境コミュニケーション

・託児室を用意して、内部・外部講師による保護者環境研修会を開催しエコアクショ
ンへの啓発に努める。

・給食や弁当、餅つき体験、めった汁調理などを通して、食の大切さを認識する。

（２） 　 園庭の一部を昨年度芝生化したが、芝生の感触・成長を身近に感じることで環境へ
の関心を高める。

　 入園式・保護者会・保護者会研修会および日常の保育などにおいて、付属幼稚園の
エコアクションへの取り組みの周知を図る。

（１）

（４）



○環境教育活動目標

○環境教育活動計画

１．保育職員、保護者、園児に対して環境活動方針・計画の周知

　職員会議、保護者会、日常の保育などにおいて、こども園の環境方針の周知を図る。

２．環境教育プログラム

３．日常保育活動の内容

保育者と保護者の皆さんと大学教員が協働して、自然と共生する豊かな心を育みます。自分は何
をしたいか、何ができるのか考えながら、年長児と年少児が一緒になって園周辺をきれいにしま
す。活動の中で地域とふれあい、ほめられ、自信を育てます。

4.2.6 浜松学院大学付属愛野こども園

（１）遠足、運動会など各種の年間行事、絵本の読み聞かせ、太陽光パネルの発電量　の確認
などの日常保育を通して、園児や保護者の環境に対する意識や関心を高める。

　 このための方策として園内の畑や、家庭などから持参した植木鉢などを利用して夏に咲く花
の種を蒔いて育てる。環境教育に意図した絵本をそろえていくことを心掛ける。

（３） 毎月１回「環境の日」を設け、この日に合わせて苗や花の種を蒔いたり、こども園周辺の環
境美化活動に取り組むとともに環境を操作する方法を養う。

（２）リサイクル、リリュース、リデュースの精神のもと、家庭内の各種空き容器、毛糸などの提
供を受け廃材を使っての楽器作りやおもちゃ作りに活用する。
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（３）保護者を主対象とした「給食だより」を発行し、この中で食に関する関心を高めるための情
報提供と、自然環境との結びつきなどについて親子がコミュニケーションを図るためのきっかけ
としていく。

（４）地域住民を含めた多様な人的交流を図ることで環境への理解、啓発を進めていく。

（１）乳児部（０～２歳）：保護者から提供を受けたペットボトルなど廃材を利用して、保育職員が
作成したマラカスやサイコロなどで遊ぶとともに、保護者に対してリサイクル、リリュースの取り
組みを紹介する。

（２）幼児部（３～５歳）：黄組みと青組が協力しながら畑にキュウリ、ナス、ミニトマト、オクラなど
の苗を植えたり、朝顔の種を蒔く。小動物の飼育などを通して動植物の成長を身近なものとし
て知り、自然物に関わることの楽しさに触れ、大切に育てるという心性を培う。



5.1　環境負荷低減活動

5.1.1 浜松学院大学 評価：　○達成　△不十分　×未達成

5.1.2 浜松学院大学短期大学部 評価：　○達成　△不十分　×未達成

照明器具の清掃を励行 ○平成19年度消費量（442,481kWh）の3.6％以上
削減

（電力）

不要電源のOFFを徹底 ○kWh

５．環境活動の実績と評価

評価

不要な照明を消灯する ○

行動方針 環境目標 平成22年度実績

（都市ガス） ㎥ ％

増（△減）％

二酸化

炭素

環境活動

平成19年度消費量（356,728kWh）の3.6％以上
削減

平成19年度消費量（4,919ｍ3）の3.6％以上削
減

447,478 1.1

省エネ型機器への更新

外灯照明時間の管理 ○
電球を蛍光管に変更 △

△
空調設備の適切な温度管理 ○

空調設備の適切な温度管理 △

空調設備の適切な点検、管理 等 ○

空調設備の適切な点検、管理 ○
学生食堂厨房のガス使用量削減 ○

△1.56,420

○

給湯器の適切な温度管理 ○

空調設備の適切な温度管理

○

使用済み封筒の再利用 ○
○

△省エネ型機器への更新

6,338 28.8 ○

炭素

（都市ガス） ㎥ ％

の削減

○
○

排出量

○

二酸化 電球を蛍光管に変更 △

323,821

外灯照明時間の管理 ○

kg ％

△9.2 照明器具の清掃を励行

分別回収を徹底

不要な照明を消灯する

kWh

○
売店での使い捨て容器の自粛 △

△
○

両面コピーの励行

％ 上水の節水の励行

廃棄物 39,295 50.6

ミスプリント用紙の裏面再利用

排出量

の削減

（総排水） ㎡

○
受水槽、高置水槽の定期点検 △

環境活動計画

埋設給水管等の漏水点検の実施

評価

の削減

総排水量 △1.82,915

○

排水の 排出水の管理の徹底

汚染防止 担当管理者が法令遵守

（電力）

行動方針 環境目標 平成22年度実績

学生食堂厨房のガス使用量削減

増（△減）％ 不要電源のOFFを徹底

空調設備の適切な点検、管理 等

空調設備の適切な点検、管理

空調設備の適切な温度管理

排出量

の削減

○
調理実習室の適切な管理 ○

両面コピーの励行 △

％

廃棄物 11,905

（ゴミ） kg 分別回収を徹底 ○
△10.7 売店での使い捨て容器の自粛 ○

上水の節水の励行 ○

ミスプリント用紙の裏面再利用 ○
○

排出量

の削減

平成20年度排出量（13,332kg）の3.6％以上削
減

使用済み封筒の再利用

（総排水） ㎡ ％

排水の 排出水の管理の徹底 食堂及び調理実習室の排水グリス

4,467平成19年度消費量（4,472ｍ3）の3.6％以上削
減 受水槽、高置水槽の定期点検

総排水量 △0.1

△

埋設給水管等の漏水点検の実施

平成19年度消費量（6,518ｍ3）の3.6％以上削
減

平成20年度排出量（26,095kg）の3.6％以上削
減

平成19年度消費量（2,968ｍ3）の3.6％以上削
減

（ゴミ）
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食堂排水のグリストラップ定期清掃 ○

○
汚染防止 担当管理者が法令遵守 トラップの定期清掃

○
の削減



5.1.3 浜松学院中学校・高等学校 評価：　○達成　△不十分　×未達成

5.1.4 浜松学院大学付属幼稚園 評価：　○達成　△不十分　×未達成

5.1.5 浜松学院大学付属愛野こども園 評価：　○達成　△不十分　×未達成

kWh ％
kWh

kWh

kWh

㎥ ㎥

kg kg

m3 m3

25

354
分別回収を徹底 ○

90

％

0
35

購入電力

太陽光

○
残沙処理機で肥料に再生し、園内の菜園、
花壇に利用

給湯器の適切な温度管理

○

○
○
○

4月

5月

6月

412

284
237

933

82
125
147

計 9,076

○
○

水泳プール給排水の管理 ○

手足洗い場の排水管理
厨房グリストラップの清掃管理

埋設給水管等の漏水点検の実施

汚染防止 担当管理者が法令遵守
排水の 排出水の管理の徹底

総排水量 （総排水） 4・5月分

廃棄物

上水の節水の励行 ○
○の削減

（厨房ゴミ） 残沙は園内処理

4月

5月

6月

可燃物 資源物

45
可燃物

資源物

％

の削減 使用済み封筒の再利用、両面コピー励行 ○

60計
100
235

（一般ゴミ）

354

計

（都市ガス） ％

の削減 6月 3,631

○
照明器具清掃、外灯照明時間の管理 ○

厨房設備の点検、管理

○
不要電源、照明のOFFを徹底 ○
空調設備の適切な温度管理、設備管理

厨房機器の効率的な使用

太陽光発電使用量、売電量及び金額把握

計

売電

4月 2,502
二酸化

○

排出量 5月 2,943

増（△減）購入 太陽光 計 売電

炭素
太陽光発電のデータ管理 ○（電力） 4～6月kWh

手足洗い場の排水管理

㎡

3 △99.0

36.3

増（△減）％ 不要電源、照明のOFFを徹底

排水の 排出水の管理の徹底
汚染防止 担当管理者が法令遵守

評価行動方針 環境実績 平成23年度実績 環境活動計画

の削減
総排水量 ㎡ ％（総排水）平成19年度消費量（1,660ｍ3）の

3.6％以上削減
○

1,620 △2.4 飲料水水槽、埋設給水管等の点検点検 ○
上水の節水の励行

の削減
分別回収を徹底 ○
使用済み封筒の再利用、両面コピー励行 ○

（ゴミ）
短大に含む

○

短期大学部の集積場を利用

△省エネ型機器への更新
照明器具清掃、外灯照明時間の管理

（LPガス）平成19年度消費量（112ｍ3）の
3.6％以上削減

46,228 3.1

㎡

行動方針 環境目標 平成22年度実績

（総排水）
17,084

％

排出水の管理の徹底
担当管理者が法令遵守

○
○

kWh

受水槽、高置水槽の定期点検

環境活動計画 評価

水泳プール水の水質管理
調理実習室排水のグリストラップ定期清掃

埋設給水管等の漏水点検の実施

空調設備の適切な温度管理、設備管理

△

○

△

炭素

の削減
平成19年度消費量（12,531ｍ3）の3.6％以上
削減

総排水量

（電力）

○
使用済み封筒の再利用 ○

○上水の節水、運動場防塵対策節水

△17.0 売店での使い捨て容器の自粛

ミスプリント用紙の裏面再利用

△
排出量 両面コピーの励行、使用済封筒の再利用 △
廃棄物 23,865平成20年度排出量（28,764kg）の3.6％以上削

減

調理実習室の適切な管理
（都市ガス）

○

給湯器の適切な温度管理

○

○

給湯器の適切な温度管理

451 △54.1

（ＬＰガス）
生徒寮浴室給湯使用管理

二酸化

kg ％ 分別回収を徹底

炭素

（ゴミ）

空調設備の適切な温度管理、設備管理 ○

排出量

二酸化

排出量

排水の

○
×

の削減

の削減

汚染防止

○
△

外灯照明時間の管理
省エネ型機器へ更新、電球を蛍光管に

○
712,266 △7.1 不要電源、照明のOFFを徹底 ○

空調設備の適切な温度管理、設備管理増（△減）％

行動方針 環境目標 平成22年度実績

㎥ ％

429.812,199

評価

○
kWh

環境活動計画

エレベータ使用の制限

の削減

（電力）

平成19年度消費量（766,444kWh）の3.6％以上
削減

平成19年度消費量（2,347ｍ3）の3.6％以上削
減

施設減により平成19年度消費量（297ｍ3）の
3.6％以上削減

（灯油）平成19年度消費量（982ｍ3）の
3.6％以上削減

平成19年度消費量（44,840kWh）の3.6％以上
削減

17

106
㎥ ％

△5.4
給湯器の適切な温度管理

廃棄物

○



5.1.6 学園全体 評価：　○達成　△不十分　×未達成
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排水の 排出水の管理の徹底 食堂及び調理実習室の排水に
○

汚染防止 担当管理者が法令遵守 よるｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ定期清掃

学生・生徒

○

運動場への防塵対策の散水 △

水泳プールの節水管理

平成19年度消費量（24,830ｍ3）の3.6％以上
削減

2.7 埋設給水管等の漏水点検の実施総排水量

○

使用済み封筒の再利用 ○

ミスプリント用紙の裏面再利用 △

上水の節水の励行 ○

○

受水槽、高置水槽の定期点検

売店での使い捨て容器の自粛 △

排出量

の削減

平成20年度排出量（68,000kg）の3.6％以上削
減

％

廃棄物 平成20年度から計量開始 75,065

（ゴミ） kg

10.4

環境教育の充実

％

25,502

（総排水） ㎡

の削減

○

地下タンクの点検・管理 ○

％

Ｌ ％ 給湯器の適切な温度管理

アイドリングの自粛

（軽油） Ｌ

平成19年度消費量（4,200L）の3.6％以上削減

施設減により平成19年度消費量（1,982L）の
3.6％以上削減

効率的な燃費の走行 ○

4,566 8.7

451 △77.2 暖房機の適切な使用管理

（灯油）

○％ 給湯器の適切な温度管理

調理実習室の適切な使用

116 △71.6 暖房機の適切な使用管理 ○

○

○

○

給湯器の適切な温度管理

平成19年度消費量（14,136ｍ3）の3.6％以上
削減

74.8 空調設備の適切な点検、管理

○

％ 空調設備の適切な温度管理 △

空調設備の適切な点検、管理 等

△

空調設備の適切な温度管理 ○

○

○

省エネ型機器への更新

○

電球を蛍光管に変更 △

外灯照明時間の管理

増（△減）％ 不要な照明を消灯する

△5.0 不要電源のOFFを徹底

評価

（電力）

平成22年度実績 環境活動

1,529,553

kWh

24,706

㎥

㎥

の削減

（ＬＰガス）排出量

平成19年度消費量（409ｍ3）の3.6％以上削減

平成19年度消費量（1,610,493kWh）の3.6％以
上削減

行動方針 環境目標

炭素

二酸化

（都市ガス）

の推進 自然体験の推進 ○

に対する

環境教育
発達段階に応じた環境教育を全ての
学生、生徒が受講

環境関係の教育・研究の充実

学生等の自主的な活動への支援

△

△

環境教育の推進 ○

○

○

両面コピーの励行 △

分別回収を徹底 ○
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これまでの概要 ： 取り組みの成果と課題 

○二酸化炭素排出量の削減 

 基準年平成１９年度比△６．６％となり、目標の６％削減を達成することができた。この主な

要因は取り組み初期における重油ボイラー廃止の効果によるところが大きい。今後更なる削

減を図っていくためには、新たな削減成果を生み出す工夫と日々の活動の徹底を図っていく

必要があり、今後の課題として知恵を出していきたい。 

 

 

 

 

 

 

○電力消費量の削減 

基準年平成１９年度比△７．８％となり、 

目標の６％削減を達成することができた。 

前年度を上廻ったのは、夏季に猛暑日が２ 

箇月続き、空調機の運転が多かったことに 

よる。今夏も猛暑が予想されているが、体 

調管理にも配慮しながら節電に努めたい。 

 

○都市ガス、ＬＰガス消費量の削減  

都市ガスは、基準年平成１９年度比７４．８ 

％増となっている。これは、取り組み初期 

においてＬＰガスからの切り替えがあった 

こと、また、22 年度からは短大部の学生食 

堂厨房で、これまで外注していた高等学校 

の寮生の食事を扱うこととなったことが主な 

要因である。 

ＬＰガスは、取り組み初期における都市ガ 

スへの切り替えにより、現在は瞬間湯沸器 

が２カ所のみである。これらガスについて 

は、引き続き節約に努めつつ数値目標を見   

直していきたい。 
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○軽油、灯油消費量の削減  

軽油の使用は幼稚園の送迎バスのみで、送迎コ 

ースの拡大と園児の増加が相まって、使用量の 

増加が続いている。引き続き効率的な運用に努 

めたい。灯油は、高等学校水泳部の給湯ボイラ 

ーのみであり、引き続き効率的な使用に努めた 

い。 

 

 

 

 

 

 

○廃棄物排出量の削減 

大学及び短期大学部において、21 年度から倉庫等にある不要品の廃棄処分を進めたため、

廃棄物排出量が増加した。今後は、備品等の効率的な購入・管理を徹底したい。また、引き

続き日々に排出される廃棄物の削減に努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○排水量の削減 

中学校・高等学校の施設で、一部漏水が発生し 

たこと、また、22 年度から短大部の学生食堂 

厨房で、これまで外注していた高等学校の寮生 

の食事を扱うこととなったなどが要因で増加傾 

向にある。給水管の漏水点検を継続して行うと 

ともに、使用面でも一層節水に努めたい。 

全学上水投入量
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5.2 環境教育への取り組み 

5.2.1 浜松学院大学 

地域に愛着を持ち、地域が直面する課題を知り、解決のために行動する、そんな若者を育て

ることを目標とする本学は、大学キャンパスと浜松地域をフィールドに、大学としての特色を

生かして、教職員と学生が協働して活動を推進した。 

 

○「エコアクション 21 推進学生委員会」が発足 

待望の学生組織「エコアクション 21推進学生委員会」が発足し、１１月には、大学キャンパス

の「グリーン・マップ」づくりに着手した。この活動に多くの学生の参加を呼びかけるため、キャン

パスの落葉を利用して“焼き芋大会”を開催し衆目を集めた。委員会の活動の最終目標は、大

学の環境活動の評価や改善策の提案などを考えている。 

 

○キャンパスの埴生に注目が集まる 

本学のキャンパスは、1914 年（大正３年）に創設された浜松師範学校をそのはじめとし、様々な変

遷を経て1968年（昭和 43 年）県立静岡女子短期大学に、そして、2004年（平成１６年）に本学のキャ

ンパスとして引き継がれました。したがって、師範学校当時からのものと考えられるアカマツや

クロマツなど日本伝統の庭木をはじめ、樹齢百年のユーカリやモミジバフウなど海外から移入

された樹種など数百本の樹木が植生しており、この豊かなみどりは、地域の環境形成にも大き

く寄与しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部の方をお招きし、樹木の名前などを調査  

 

 

樹齢百年のユーカリの大木 
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○ 環境関連講義 

環 境 と 科 学 小島睦雄 

（授業の目的） 

地球温暖化、砂漠化、大気汚染、水質汚染など科学の発達に伴い、現代社会は様々な環境

問題に直面している。科学技術は、経済的な豊かさ、利便性と時空間を超越する情報交流関

係をもたらしたが、次世代に持続可能な社会を保証するとは限らない。単に、科学技術と環

境問題の超時空間の関係性を論じる段階から、自然環境、社会環境さらには政治、経済、文

化さらには日常生活など人間活動から環境問題を論じ、行動できる人材の養成を目的とす

る。 

（授業の概要） 

「奪われし未来」としないために、人類の叡智を環境問題解決に向けて、自然と人類の共生

関係のあり方から論じ、環境保全と経済の両立・調和を目的とするエコロジカルな取り組みを

論じる。 

▼環境問題の二面性、科学発達と人間の暮らし ▼循環型社会と環境対策、自然環境問題

と保全制度 ▼グリーン・ツーリズム概論 ▼エコ・ツーリズム概論 ▼自然と人間のインター

フェイス概論 

 

 

野外スポーツ実習 大野木龍太郎 

（授業の目的） 

自然という危険ではあるが、魅力いっぱいのフィールドを使って野外スポーツを展開し、人間

の持つ自然力と協同して生きていく力を実感し、自然との共生関係を築くことをねらう。 

（授業の概要） 

活動のフィールドは沖縄、９月中旬に１週間以上滞在して、カヤックを中心とした海のプログ

ラムを体験し、自分がどれだけ過酷な条件の中で逞しく生きられるか、また他人を思いやるこ

とができるかを追求する。同時に野外スポーツの楽しさを習得する。また、現地の人々と歴史

や文化に触れ、人間が生きていくうえで大切なことは何かについて考える場とする。 

▼プランの理解と心構え、沖縄の歴史と文化の理解 ▼シーカヤックで島から島へ５０キロの

移動 ▼素潜り（水中メガネとシュノーケル） ▼野外生活（テントなどの生活設備の設営、焚

き火での食事） ▼伊江島フィールドワーク 
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○ 環境関連図書の整備 

図書名 著者 出版社 

水と緑と土：伝統を捨てた社会の行方 富山和子 中央公論新社 

低炭素経済への道 諸富徹 他 岩波書店 

 生物多様性とは何か 井田徹治 岩波書店 

資源クライシス：だれがその持続可能性を維持するのか？ 加藤尚武 丸善 

 地球環境学入門 山崎友紀 講談社 

 地球白書  エコ・フォーラム 家の光協会 

 ＬＯＳＴ ＦＯＯＤＳ：僕らの食べ物が危ない 木根尚登 家の光協会 

 食と環境：問われている日本のフードシステム 若森章孝 晃洋書房 

外４６冊   

 

5.2.2 浜松学院大学短期大学部 

未来を担う子どもたちを育てる保育士、幼稚園教諭を養成する教育機関として、教育・学習の

場を通じて環境についての意識を高めるよう努めた。 

 

○ネイチャーゲームリーダー養成講座 

五感を使って自然体験することで、楽しみながら自然への理解と豊かな感受性を得ることが

できる環境教育プログラム。幼児教育・保育の現場で有効に活用できる手法であり、特別集

中講座を開催した。 

 

○子どもフェスティバルでエコ企画 

地域の子供たちや保護者を対象に毎年開催している「子どもフェスティバル」において、未

来を担う子どもたちが地球を思うきっかけになればと、『あつまれ！みんなのキラキラパワ

ー～みんなの笑顔で花を咲かせよう～』を合い言葉に、花の種をプレゼントするスタンプラ

リーを企画、花の種には、育て方と植物が地球にとって大変大切なことを書いたメッセージ

を添えた。また、“エコおもちゃ”づくりのブースを設け、地球環境の大切さを呼びかけた。 
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○ エコキャップ回収運動 

ペットボトルのキャップを回収し「再資源化」することで、発展途上国の子どもたちにワクチ

ンを贈る活動した。ゴミ捨て場に、目的をわかりやすく掲示し、学生たちに呼びかけるととも

に、オープンキャンパス、子どもフェスティバルなどでは来訪者（受験生・保護者・市民）にも

積極的に呼びかけを行った。 

 

 

 

 

○緑のカーテンづくり 

昨年に引き続き、ゼミの学生を中心に、ゴーヤ、アサガオの種を蒔き育ててきた。つる性植

物を利用した緑のカーテンは、熱線といわれる赤外線を反射し、葉の気孔からは水分を蒸

発しているため、夏の強い日差しを和らげてくれるだけでなく、葉の間を通り抜けてくる涼し

い風が室内の温度が上がるのを抑えてくれた。 

 

○環境関連講義 

自 然 科 学 概 論 細田昭博 

（授業の目的） 

現代人の生活様式の変化による林の放置、環境整備による自然改変、地球温暖化などによ

り自然環境は危機を迎えている。人と自然とが共生できる生き方を郷土の自然から考えてい

きたい。 

 


